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会 議 録 

会議の名称 令和元年度 第４回 栃木中央地域会議 

開催日時 令和元年 7月 25 日（木）18 時 30 分開会～20時 55 分閉会 

開催場所 栃木市役所 庁議室  

出席者及び欠席者氏名 別記 1のとおり 

事務局職員職氏名 別記 1のとおり 

その他出席者等 別記 1のとおり 

会議事項 別記 2のとおり 

会議の公開又は非公開の別 公開 

傍聴人の数 0 人 

その他必要事項 なし 

会議の経過（議事の要旨） 別記 3のとおり 

 

-------------------------------------------------------------------------------------- 
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別記 1 出席者及び事務局 

 

○出席者（委員） 

委 員 石河 不砂     委 員 大栗 利夫 

委 員 大塚 昌峰     委 員 岡田 真由美     

委 員 片柳 よし子    委 員 佐山 正樹      

委 員 杉戸  洋     委 員 関口 利枝      

委 員 高橋 正行     委 員 野口 邦子      

委 員 林 美佐子     委 員 藤沼 トヨ      

委 員 古澤 利夫     委 員 松本 真由美 

委 員 村田 弘子      

 

○欠席者（委員） 

 委 員 木村 隆夫     委 員 坂本 智哉      

 委 員 玉田 浩 

 

○事務局 

【総合政策部】 

 横倉 延男（地域づくり推進課長兼栃木中央地域まちづくりセンター所長） 

 関口 智 （地域づくり推進課主査） 

 臼井 崇倫（地域づくり推進課主事） 

 

○その他出席者 

なし 
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別記 2 会議事項（議題及び会議結果） 

  

1 開 会 

 

2 会長あいさつ 

 

3 議 事 

（1）複合施設・（仮称）シビックセンターの着工について（報告） 

    ・担当課が資料を用いて説明。 

 

  （2）使用料見直しの実施について（情報提供） 

    ・事務局より資料を用いて説明。 

 

  （3）認定まちづくり実働組織について                

    ・パワーポイントを用いて説明。次回の会議で、実際に行われている事例を事務局から提示。 

（4）令和 2年度地域予算提案制度事業計画について         

    ・資料を用いて説明。 

  （5）視察を終えての意見交換 

・事前に送付したワークシートを使用し、中央地域において気になること 

どんな風にしていきたいかを各委員より意見を聴取。 

 

4 その他 

（1）次回の地域会議について 

    ・次回開催予定 令和元年 8月 22日（木） 18：30～ 

            集合場所：栃木市役所 本庁舎 3階 庁議室 

           

 

5 閉 会 
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別記 3 会議の経過（議事の要旨） 

 

発言者 議題 ・ 発言内容 ・ 決定事項 

 

 

佐山会長 

 

 

関口委員 

 

松本委員 

 

 

 

佐山会長 

 

 

都市計画課 

 

 

 

委員 

 

都市計画課 

 

委員 

 

都市計画課 

 

委員 

 

 

都市計画課 

 

 

委員 

 

都市計画課 

 

1 開会 

 

2 会長あいさつ 

 

3 報告事項 

  栃木市民会議について報告 

 

  子ども子育て会議について報告 

 

4 議事 

 

（1）複合施設・（仮称）シビックセンターの着工について（報告） 

説明をお願いします。 

 

【資料を用いて説明】 

 

何か質問はございますか。 

 

 図書返却所は図書館の本を返却できるということですか。 

 

 市内の各図書館の本の返却ができます。 

 

 ということは、市内全域の図書館の本が返却できるということですか。 

 

 その通りです。 

 

 シビックセンターに観光案内所が設置されるということは、現在の駅案内所は

なくなるということでよろしいですか。 

 

 シビックセンターと駅の二カ所で案内所を運営するのは非効率ですので、統合

する方向で検討しています。 

 

からくり時計も移動させるのですか。 

 

 からくり時計については移設させる予定はありません。 
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委員 

 

都市計画課 

 

 

 

委員 

 

 

都市計画課 

 

委員 

 

 

 

 

都市計画課 

 

委員 

 

 

都市計画課 

 

委員 

 

都市計画課 

 

 

委員 

 

都市計画課 

 

佐山会長 

 

 

都市計画課 

 

 

佐山会長 

多目的スペースはどのような使い方をするのですか。 

 

 観光客等の休憩や、高校生等のたまり場等としての利用を想定していますが、

国の合同庁舎も入ることから様々な人の様々な使用方法で活用していただくた

めに多目的な方法で使用していただきたいと思っています。 

 

 自分としては、学生のために時間を潰すことができるスペースがあればいいと

思うので、そういったスペースとして活用してもらえればと思います。 

 

意見として承ります。 

 

 からくり時計は移動させないということですが、観光案内所の職員がシビック

センターに移動するとなると、今後の管理はどうするのでしょうか。 

 観光案内所の看板があって、からくり時計が見づらいとの意見もありますが、

移動後はどうするのでしょうか。 

 

 観光案内所については観光振興課と調整して対応を検討します。 

 

 シビックセンター用の駐車場が５台では少ないと思いますので検討してくだ

さい。 

 

 要望として承ります。 

 

 ホテルが９４室ですが、２００人ぐらいとまれるのでしょうか。 

 

 シングルが中心なので、９４室の２倍以上の人が泊まれるようにはなりませ

ん。 

 

 Ｂ街区には何が建設されるのですか。 

 

 税務署とハローワークが入る国の合同庁舎が建設中です。 

 

 多目的スペースの使い方については、ある程度の方向性を示した方が無駄が少

なくてよいと思います。 

 

 参考にさせていただきます。 

 

（2）使用料見直しの実施について（情報提供） 

事務局より説明をお願いします。 



6 

 

事務局 

 

佐山会長 

 

 

事務局 

 

佐山会長 

 

事務局 

 

佐山会長 

 

事務局 

 

 

委員 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

事務局 

【資料を用いて説明】 

 

（3）認定まちづくり実働組織について 

事務局より説明をお願いします。 

 

【資料を用いて説明】 

 

ここで実働組織について揉んで、案を作っていくのですか。 

 

皆さんからの意見をいただいて、組織していきたいと考えています。 

 

若い人が関われる窓口を作ることができるといいと思います。 

 

事務局としても大きなテーマと考えています。事業案の防犯子ども見守り事業

などは子育て世代の交流の場となればと思っています。 

  

地域によってやっていることが違うから、他の地域といっしょにやるとなると

様々な問題が生じると思います。子供が多い地域と子供が少ない地域が一緒に事

業を行うと、少ない地域が埋没してしまうと思います。 

 

様々な問題が生じるとは思いますが、子どもが少ない地域同士が一緒に事業を

行うことで、一定の規模を確保することができるようになると思います。 

やれるところからやってみて、少しずつ大きな事業をやっていければと考えて

います。 

 

自治会同士で行うとなると、他の自治会に声をかけてもらうように、行政から

提案していくのですか。 

 

自治会に協力してもらいながら進めていくのですが、具体的には１から７地区

の連合会長に声掛けをし、行政の方で全面的にサポートしながら立ち上げを行っ

ていきたいと考えています。各連合会で同じような事業を行っているので、行政

から組み合わせの提案などをさせていただきたいと考えています。 

 

他の自治会とのネットワークはほとんどないので、それを繋げることは大変良

いことだと思います。資金面については、疑問点があると思います。 

自治会において若い世代の参加は大変少ないので、セミナーや研修等で若い世

代の参加を促すのは良いと思います。 

 

資金面については行政からの補助金等を活用しながら、なるべく不公平感が無
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委員 

 

事務局 

 

 

委員 

 

 

 

委員 

 

事務局 

 

委員 

 

事務局 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

委員 

 

事務局 

 

委員 

 

事務局 

 

いように事業を組み立てていかなければと思っています。 

 

想定される事業に防災等を入れていただければ良いと思います。 

 

自治会で自主防災組織等も積極的に組織しているので、防災事業も加えたいと

思います。 

 

嘉右衛門町は市の補助を受けて、花いっぱい運動や自主防災組織も組織してい

ます。各自治会が美化運動等をやってみて、それからまとまってやっていけば良

いと思います。 

 

補助金額について確認させてください。 

 

補助金額が年間１００万円で補助率が１/２になります。 

 

具体的にはどれくらいの予算があるのですか 

 

市としての年間の予算は１００万円ですが、補助を受けるには補助金と同額の

自主財源が必要となります。具体的には６万円の予算でクリーン作戦をやる場合

は実働組織で３万円を用意できれば、市の補助金を３万円使うことができます。 

 

第１地区連合会で全自治会長に集まってもらった際に、実働組織の資料を配布

したが実際にどうやるのかという意見がでました。実際にやるとなるとお金の配

分が難しく、一人一人の考えで進めることができるものではないと思います。各

自自治会で活動は行っているので、それぞれに補助金を出してくれればいいこと

だと考えます。 

 

確かに各自治会で活動はしているところですが、中心市街地では自治会の運営

も難しくなってきていると思います。そのような中で力を合わせて、中央地域全

域を良くしていこうというのが実働組織の趣旨です。 

 

認定まちづくり実働組織の認定は誰がするのですか。 

 

認定は市長がします。 

 

ＮＰＯ法人等とは違うのですか。 

 

手続きとしては地域会議から承認を得たうえで、市長が認定するという流れに

なります。 
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委員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

事務局 

 

 

佐山会長 

 

事務局 

 

 

委員 

 

 

 

佐山会長 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

具体的に美化活動を行うと、これぐらいの補助金が出るという事例を示してほ

しいです。 

 

具体的に美化活動を行うと、どのようなものに対しては補助ができる等示せる

ように準備をしたいと思います。 

 

今後の進め方としては自治会を巻き込んでいくことが大前提ですが、地域会議

でいただいた意見を付け加えてお示ししたうえで、自治会に諮った方がよろしい

でしょうか。それとも、自治会から意見を受けて、両方からの意見を吸収しなが

ら組み上げていく方がよろしいでしょうか。 

 

具体的な事業の話をするには、実際に自治会で動いている方々に話を聞かなけ

ればならないので、一度自治会に話をしなければならないと考えています。まだ、

自治会に話を出すのが早いのではないかという話であれば、持ち帰り検討したい

と考えています。 

 

実際に活動している実働組織の取り組みを示してもらいたいです。 

 

藤岡では各地区でクリーン作戦を実施しています。大平ではイベントに特化し

ていたりします。 

 

今の説明を資料にしてもらうと、現実的になると思います。 

 

では、自治会への説明は遅らせて、次回より具体的な話を説明させていただき

ます。 

 

第６地区は様々な事業を行っているので、現在で十分です。 

 

参考にさせていただきます。 

 

今後とも、皆さんの知恵を貸していただきたいと思います。 

 

（4）令和 2年度地域予算提案制度事業計画について 

事務局より説明をお願いします。 

 

【資料を用いて説明】 

 

今年度地域予算の進捗状況を報告してください。 

 



9 

 

委員 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

佐山会長 

 

 

委員 

 

 

 

委員 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

委員 

 

 

佐山会長 

今年度の地域予算は遺構看板の設置が主なもので、蔵の街広場の看板について

デザインは校了となっており、8 月 4 日までには設置が完了する予定です。足利

銀行前の看板については年内設置予定となっています。 

 

（5）視察を終えての意見交換 

事務局より説明をお願いします。 

 

【資料を用いて説明】 

 

説明や資料を受けて、中央地域会議であつかいたいテーマについて意見をいた

だいて、次の検討のベースにしたいと思います。 

 

歴史観や博物館がないので、文化や歴史を発信できる試みができると良いと思

います。 

若者の結婚を支援する取り組みがあれば良いと思います。 

 

ヤマサ味噌工場跡地の整備が完了し、そこに嘉右衛門町住民の居場所ができれ

ばいいと思います。 

 

蔵の街大通りが発展して集客が上がって活性化していくことを望みます。商店

等にアンケートを取って将来像に活かして行ければと思います。 

警察署跡地はあのまま、防災やイベントスペース、子どもの遊び場等で活用で

きればと思います。何もなくて殺風景だという意見もありましたが、周辺に子ど

もたちの絵や、蔵の街の絵等を設置することで賑やかにすることができるのでは

ないかと考えます。 

 

子どもたちが何かあったときに頼れる大人がおらず、育成会も減ってきている

状態です。子供１１０番の家をスタンプラリーで回るとか、中高生の自習の場と

して公民館等を開放してもらいたいと考えます。 

 

30 個ほど考えてきたのですが、その中からいくつか紹介すると、街中に時計を

設置したらどうか。蔵の街をドローンで撮影してＳＮＳで発信したらどうか。祝

祭日に国旗を揚げる家庭が減ってきているので、中央地域でそういった活動をし

て広げていったらどうかと考えます。 

 

県庁堀の草が繁っていてどうしようもない状態です。市で対応できることは対

応してもらいたいです。 

 

山車まつり伝承会に協力してもらいたいと思っています。 
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委員 

 

 

 

委員 

 

 

委員 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

佐山会長 

 

 

事務局 

大通りの清掃を自治会毎に行い、表彰することで意識を高揚させることができ

るのではないかと思います。 

 

先程のシビックセンターへの意見や、各委員からの意見は素晴らしいと思いま

すが、その意見が中央地域会議としてどのようにまとまっていくのか難しいと感

じています。 

 

栃木県は魅力度が低いとよく言われますが、実際は多くの魅力があります。問

題は情報発信の仕方だと思うので、これから考えていきたいと思います。 

 

ふれあいバスを待つ高齢者が路肩に座っていると言う話を聞いたので、バスの

停留所に椅子があるといい思います。 

警察署跡地は今のままで活用した方がいいと思います。 

 

子どもセンターの周辺に信号がないので危ないと思います。 

学生が多いのに交通安全に課題があると思います。夜道で光るバッチや光る傘

を配布する等栃木市で全体的に交通安全を見直す必要があると考えます。 

 観光で来た際にバスの本数が少ない、バス停に雨除けが無い等、交通手段が不

便だと思います。 

 

 栃木市は住民と観光客のどちらを重要視するのか。生活する住民としては発展

性が無くてもいいのではないかと思う一方、栃木駅を降りた時に殺風景で寂しく

感じます。農業高校等に協力してもらって花等を植えてもいいと思います。 

 大通りを歩く際に、メインの観光地に着くまで寂しいため、店舗のシャッター

に絵をかいてもいいのではないかと思います。 

駅に帰る道がわかりにくいので、道案内があると良いと思います。 

 

事務局としては、次回までに煮詰める作業を行ってきてもらいたいということ

でよろしいですか。 

 

事前にワークシートを提出いただいて、意見をまとめて、次回会議の前に皆さ

んにお示しします。 

 

以上を持ちまして、議事を終了いたしますので、事務局にお返しします。 

 

 


